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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、もともと卵巣癌においてモニタリングされる卵巣腫瘍抗原として同定されました。コードされるタンパク質は、形質転換能を持つ多くの遺伝子に存在するBボックス/コイルドコイルモチーフを含みます。このタンパク質は、ユビキチン化されたオートファジー基質と細胞内封入体を形成することで、ペルオキシソームの選択的なオートファジー分解のための特異的なオートファジー受容体として機能します。この遺伝子は、BRCA1腫瘍抑制遺伝子に近接する染色体17q21.1領域に位置しています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2014年4月],注意：当初（PubMed:8069304）は卵巣癌抗原CA125と考えられていました。,ドメイン：OPRドメインはSQSTM1との相互作用を媒介します。,類似性：OPRドメインを1つ含みます。,類似性：UBAドメインを1つ含みます。,類似性：ZZ型ジンクフィンガーを1つ含みます。,サブユニット：ホモオリゴマーおよびヘテロオリゴマー。SQSTM1、タイチン/TTN、RNF29と相互作用します。,
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	ラット脾臓組織の免疫蛍光染色。1, NBR1マウスモノクローナル抗体（7C3）（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	パラフィン包埋ヒト肝組織の免疫組織化学染色。1. NBR1マウスモノクローナル抗体（7C3）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ラット肺組織の免疫組織化学染色。1. NBR1マウスモノクローナル抗体（7C3）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	1:200 に希釈した NBR1 マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト骨格筋組織の免疫組織化学分析。

